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 平方と大泊の境に、かつては「会の川」が流れていた。その名残が大泊側の人々から「せどっぽり」（漢

字にすると「瀬戸堀」か）と呼ばれた堀である。念仏橋通りと堀との交差する地点には比較的長い石橋が

戦後まで架かっていた。すぐそばに「石橋」と呼ばれた屋号の家（大泊側）が道路西側に今でもある。そ

の平方側の山谷（さんや）には地元では「金塚」と呼ばれた石塔が今でも建っている。その金塚について

の言い伝えがある。 

 昔、戦をおこなっていた侍たちが乗っている船がこの会の川を通ったが、嵐のために難破し、乗ってい

る侍たちは亡くなった。そこで侍たちを葬り、供養するための石塔を建てた。これが金塚の石塔である。

石塔の名の由来は、沈没した船には金銀財宝があったとの言い伝えがあって、このように呼ばれるように

なったのであろう。 

 以上の伝説より、地元の人は、今でもこのあたりから北にある県道にかけての地域を俗に「金塚」と呼

んでいる。 

 金塚の石塔は、以下の通りである。（加藤幸一著の石仏資料より抜粋） 

                                     平成２２年６月７日 


